
地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター第一期中期目標期間の積立金の繰越承認について（案）

◎積立金の繰越承認の考え方

以下の利益について繰越を承認する。

（１）

（２）

経営努力により生じた利益（※）

２４年度に費用計上されるべきものであるが、法人の責めに帰さない理由により、２５年度に費用計上されることにより生じた利益

※ 経営努力認定の考え方

【前提条件】

【認定の基準】

下記のいずれかに該当する場合に認定する。

（「地方独立行政法人会計基準・注釈 第72」における、非公営企業型の毎事業年度の剰余金繰越の考え方を準用）

① 医業収益・研究事業収益等の自己収益の増によるもの

② 業務の効率化等による費用減によるもの

③ その他法人が経営努力によると立証したもの

積立金が発生した年度の業務実績に関する評価委員会の評価において、「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」の評価項目が全体の８０％以上であること

総額 2,941百万円 繰越承認の考え方 第二期 ２５年度

経営努力認定対象

1,599百万円

研究体制未整備による残

15百万円

院内保育未実施による残

26百万円

【目的積立金の
残額】注２

410百万円

機器納入の遅れによる残

410百万円

経営努力認定対象

473百万円

移転作業の遅れによる残

222百万円

特別交付金（退職一時金）
の残

196百万円

注１ 積 立 金：２１年度の利益剰余金で、法人運営が安定するまで、２年目以降の決算で損失が生じた場合に損失を補填する。

注２ 目的積立金：２２、２３年度の利益剰余金で、中期計画で定める使途（病院施設の整備、環境改善、医療機器の購入等）に充てる。

【積立金】
注１

1,640百万円

【平成24年度の
利益】

891百万円

都へ返納

237百万円

・研究体制未整備 15百万円

・院内保育未実施 26百万円

・特別交付金（退職一時
金）の残 196百万円

（１）経営努力認定

2,072百万円

・心臓外科新設などによる
医業収益増（２１年度）

550百万円

・賞与の減や賃借料の実績
減などによる費用の減
（２１年度）

1,049百万円

・手術件数の増、外来患者
数の増による医業収益増
（２４年度）

473百万円

（１）

都へ返納

都へ返納

第一期終了時
(25.3.31)
の積立金

（２）

（１）

都へ返納

237百万円

○ 移転に伴う機器整備

2,482百万円

○ 移転作業の経費に充当

222百万円

・医療・研究機器等の購入
（中期計画）

2,072百万円

・機器納入遅れ

410百万円

（２）法人の責めに帰さな
い理由による分

632百万円

・機器納入遅れ 410百万円

・移転作業の遅れ 222百万円

都へ返納

（１）

（２）

都へ返納

（２）
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